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本書:は現代のウイルス学の大家の l人である Melnickによって編集されてい
る Progressin Medical Virologyの 21:巻であり，本巻は特にこの偉大な学者
の 60才を記念するシンポジウムの特集号である。 このシンポジウムは 1974年 
11月に Melnickが在籍している Baylor大学のある Houstonで F.Rappらを
中心に彼の教室で今までに学んだ学生，研究者および同僚が参集し， iFrontiers 
in Virology Jの名のもとに催された。同窓生によるシシポジウムにしては大袈
裟な標題に思えるが，研究分野の多彩さや研究者の陣容を見るとそれ程仰々しく
なく，むしろ彼の研究実績および関心を持つ分野の広さ，そして彼の研究室から
輩出された研究者の豊富さと優秀さに驚かされる。 
Melnickはポリオウイルス，腸管系ウイルスの研究で多大な成果を遂げ，そ
の後は彼によって分類され命名されたパポパウイルスやアデノウイルスの研究に
移り，現在では肝炎，ヘルペスウイルスの研究に取り組んでいる。このような彼
の研究の変遷が各々の時代のウイルス学の輝しい研究成果の一つであることから
も，彼の着眼の確かさと確実に成果へと導びく力量を物語っていると言えよう。
本書に掲載されている論文は 15編で，大半の論文は総説的に書かれているが，
臨めて細かい部分を主題にしたものもある。以下それらを列挙すると，
ヘルベス l型および 2型ウイルス感染細胞からの特異的糖タンパグの分泌 (A. 
S. Kaplan，et al)， ウイルス誘発性チミジンキナーゼのアイソザイム (S.Kit， 
et al)，ヒトにおけるトリと関連する新しいへルペスウイルスの感染-SMON 
(Y.'Inoue) (注 :SMONのウイルス説に関して現在では疑々を説える意見が多
い)， EBウイルスの生物学的性状とヒト発ガンにおける役存IJ (0.D. Hsiung)， 
ヘルベスウイルスおよびC11qウイルス感染症の naturalhistoryとウイルス発
ガンとの|刻)~性 (0. D. Hsiung)，ヒトがんにおけるウイルスの役割 (W.E. 
Rawls，et aI)，細胞のトラシスフォーメーションにおり-る 8V40ウイルスi宣伝
子の役割(J.8.Butel)，ウイルス誘発性腫蕩に対する細胞性免疫 (8.S.Tevethia 
and M. J.Tevethia)，アデノウイルスー宿主細胞ゲノムとの関連(J.K.Mc-
Dougall)，アデノ 12型ウイルスの遺伝子機能 (N.Ledinko)， ウイルス粒子の
構造から見たワグチγの進歩 (B.A.Rubin and H. Tint)，麻疹ウイルスと多発
性硬化症との関連 (F.L.Black)，Crohn's病等腸管障害患者の腸管組織からのウ
イルスの分離とその性状 (M.D.Aronson，et al)，ホジキシ氏病および悪性リン
パ腫患者からのリンパ芽球継代細胞の ConA レセプターおよび細胞表面の抗原
の性状 (H.Ben-Bassat，et al)，へノレペスウイルス予防ワグチ Yの有望性，安全
性と効果について (W.P.Park). 
RNA現腿場ウイルス，肝炎ウイルス等，近年研究者の興味を集めているウイ
ルスに関する論文が欠けているのが物足りないが，それでも現代のウイルス研究
の活動的な部分の多くが掲載されており， iウイルス学の最前線」の知見と問題
点を総説するものの役割をある程度果している書である。(布施晃)
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